
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁の状況

県内の公共用水域について 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定。十画を定め、 関係機関 鯉圭没省、 農林

水産省、 通商産業省、 鳥取市、 倉吉市、 米子市) の 協力を得て、 水質の測定を行っ た。

対象水域の概要図は、 資料 1 9 に示す。

1 人の健康の保護に関す る項目 〔健康項目 〕

〔 カ ト ウ ム 、 シア ン 、 有機燐 、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ素、 総水銀、 アルキ ル水銀、 P C B 〕

3 4 河川 1 0 2 地点 1 6 5 1 検体、 4 柳沼 1 6 地点 2 9 2 検体、 及び 2 海域 1 6 地点 2 2 8 検体 、

合。十 1 3 4 地点 2 , 1 7 1 検体について測定を行っ た。 そ の結果、 前年度 と 同様に全検体が環境基準に

適合 し てお り 、 県内の公共用水域は全水域と も 清浄であ っ た。

" なぉ、 検体效の算定につ ぃて は カ ド ゥ ム 、 シァ ン等の各項目を 1 検体と して扱っ てい る o

(測定対象公共用水域)

河川
千代川水系

千代川 、 旧袋川、 狐川 、 山 白川 、 天神川 、 湖山川 、 枝川 、 野坂川、 新袋川 、
有富川 、 大路川 、 砂見川 、 八東川 、 私都川 、 佐冶川

一天神川水系 天神川、 国府川 、 小鴨川 、 玉川 、 三徳川 、 加茂川 、

日 野川水系 日野川 、 法勝寺川 、 板井原川

二 級 河 川 蒲生川 、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川、 加勢蛇川 、 阿弥陀川、 佐陀川
旧加茂川、 新加茂川

観山池、 多鯰ケ池、 東郷池、 中海

斐伊川水系

観 沼

海 域 美保湾、 日 本海沿岸

表 5 0 人の健康の保護に関する環境基準 (昭 4 6 1 2 . 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

項 目 カ ド ミ ウ ム シ ア ン 有 機 燐 鉛 ;調節 ヒ 素 総 水 銀
ア ルキル

水 銀
PCB

彗直凖
0 01啼%“

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

0 1場靴

以下 0 喀段下ろ
0 0字炙彩
以下

0 .0005増残

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

"2 生活難蕁の保全に関す る項目 〔生活環境項目 〕
河 川 : PH 、 B OD 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数

湖 沼 : PH 、 COD 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数 (注) 用語の解説は資料 2 2 を

海 域 : PH 、 COD 、 油分、 D0 、 大腸菌群数 参照の こ と 。

Q ) 概 要

主要水域の水質汚濁状況の概要を 、 生活環境項目の代表的指標であ る B O D (河川 に適用 ) 、 又

は C O D (柳沼、 海域に適用 ) で見れば 、 次の と お り であ る 。

(注 ) 本白書では 、 BOD 及びCOD の評価について、 環境基隼の類型をあてはめてい る 7N吻或に対す
る環境基準の達成状況、 又はそ の他の水域に対す る 基準相当類型の評価に関 し ては 7 丸彪雄丸 く表

年エ物値慶子~…~…5 1住を参照) を適用 し 、 水質の汚濁伏況、 水質の経年変化等の評価には 、 ノ 直 用 いてい る 。
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K河 川到

一級河川 (千代川 、 天神川 、 日野川) の水質は 、 おおむね下流部は環境基隼に定め る河川類型 A

(表 5 2 参照、 以下同 じ ) 、 上流部は河川類型 A A に相当 し てお り 清浄な水質を維持 し てい る 。

二 級河川 (蒲劉床 塩見用 、 河内川、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川、 阿弥陀川 、 佐陀川 ) について

見る と 、 塩見川及び勝部川の一部に類型 B に相当する地点があ る もの の 、 他の地点はすべて類型

A A~ A に相当 し てお り 清浄な水質であ る。

都市河川の う ち 、 鳥取市内を流れてい る 旧袋川 は河川類型 C ~D相当 、 倉吉市内の玉川 は類型

A A~ E以下、 ま た米子市内の旧加茂川は類型 E ~ E 以下に相当する水質であ り 園 =上流部を除

いていずれ も依然 と して汚濁が著 し い

　　 　　

湖山池は C O D ( 7 5 %値) 6 . 7 ~ 7 . 4 均/ @ で湖沼類型 C相当 、 多鯰ケ池は 3 4 ~ 3 . 7 彬/ @

(同 B 相当 ) 東郷池 5 3 ~ 5 . 7 昭/ “ (同 C 相当 ) と いずれ も他全体が汚濁 してい るが、 中海は2 5

~ 5 1 瀦げ/ @ (同 A~ C 相当 ) と 地点に よ っ て汚燭状況に幅があ る 。 ◎
《海 域到

美保湾は C O D ( 7 5 %値 ) 2 . 7 及び 2 1 噂/“ ( いずれ も海域類型B相当 ) を示 してい る 2 地

点を除いて 、 他の地点はすべて海域の類型A に相当 してお り ~ ま た、 本県の 日本海沿岸海域は 、o . 6

~ 1 4 喝/“ ( 同A相当 ) と 全域で清浄な水質を保持 してい る 。

な お 、 県内の 1 8 海水浴場はすべて環境庁の判定基準に よ る ｢快適｣ な海水浴場に フ ン ク さ れて

い る 。

表 5 1 B O D 又は C O D の概要及び環境基準達成状況

水 域 名 地 点 名
B O D

年平均値
@#ノ リ

環 境 基 準 達 成 状 況

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

鯵

B O D

7(截/%炉
相 当 す る

類 型

〔河 川〕
(一級河川)
千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川
佐 治 川

天 神 川 水 系
天 神 川

賀 露
行 徳
源 大 橋
稲 常

纂 鬆
毛 谷
米、 岡 橋

蕉 代 議
前 門 露

原 籍

1 5

1 . 0

1 1

0 . 9

0 . 8

1 . 1

0 . 8

0 . 9

0 9

0 . 7

0 9

1 0

1 . 0
1 . 4

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

83 3

1 00

58 . 3

83 . 3

75 0

50 . O

9 1 . 7

1 00

86 2

2 0
1 . 0

1 . 1

0 9

0 8

1 . 2

0 9

1 1

雌
1 . 0

L 3

1 . 2

1 . 7

A

A A

A

A A

A A

A

A A

A

AA

A A

A A

A

A

A
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表 5 2 生活環境の保全に関する環境基準 (昭 4 6 .

1 河 川

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

(P H)

生物化学的
酸素要求量

(BOD)

浮遊物質量

(S S)

熔存酸素量

(DO)

大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自 然環境保全及 ひ
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8. 5 以 下
1 物宛 以下 25勿宛 以下 7 . 5勿掬 以上 5OMPN4の拶以下

A
水道 2 級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 5 以下
〆宛 以 下 2 5吻@以下 7 5場g以上 1即胖M彰好

B
水 道 3 級 ･ 水 産 2 級 及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8. 5 以下
〆宛以下 2 5栩掬以下 5物宛 以上 5Qdmv賃yし1の彬以下

C
水産 3 級 ･ 工業用 水 1 級及び
D 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 5 以下
5 齪宛 以下 5 o翔宛 以下 5刎宛以上

D
工業用 水 2 級 ･ 農業用水及び
E の 欄 に 掲 げ る も の

6 0 以上

8 5 以下
8 勿宛 以下 1の勿宛 以下 2勿宛 2莚

E 工 業 用 水 3 級 ･ 環 境 保 全
6 0 以上
8 5 以下

m 物劾 以下
こみ等の浮

遊が認め ら

れない こ と
2脇 以上

1 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全
2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄

全
級
級
級
級
級
級
級
級
級
全

、
1
2
3
保

1
2
3
1
2
3

●K
J

鰡

1 2 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う もの
2 級 : 沈殿ろ過等に よ る通常の浄水操作を行 う もの
3 級 : 前処理等を伴う 高度の浄水操作を行 う もの

3 水 産 1
" 2

" 3

4 工業用水

環 境

: ヤマ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2級及び水産 3 級の水産生物用
: サケ科魚類及びアユ等貧腐7灼生水域の水産生物用及び水産 3 級の水産生物用
: コ イ 、 フ ナ等、 β -中窟水性水域の水産生物用
: 沈殿等によ る通常の浄水操作を行う もの
: 薬品注入等によ る高度の浄水操作を行 う もの
: 特殊の浄水操作を行 う もの
: 国民の 日常生店 (沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じない限度

2 柳 沼 (天然柳沼及び貯水量 1 ,000 万立方 メ ー ト ル以上の人工湖)

ア

級
級
級
級
級
級
級
全

14
nd

1ユ
n乙

Q〕
1ム

?&

2 7 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う もの
水道 2 、 鋭級 : 沈殿ろ過等に よ る通常の浄水操作、 又は 、 前処理等を伴 う高度の浄水操作を行う もの

3 水 産 1 級 : ヒ メ マス 等貧栄養観型の水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用
2 級 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養硼型の水域の水産生物用並びに水産 3 級の水産生物用

" 3 級 : コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型の水域の水産生物用
4 工業用水 1 級 : 沈殿等に よ る通常の浄水操作を行 う もの

“ 2 級 : 薬品注入等に よる高度の浄水操作、 又は、 特殊な浄水操作を行 う も の
5 環 境 保 全 : 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じない限度
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着ふ攣 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン

濃 度

(pn)

化学的酸素
要 求 量
( C O D )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

(D O )
大 腸 菌 群 数

AA
水道 1級 ･水産 1 級 ･ 自然環呆境保
全及びA以下の欄に掲げる も の

6 . 5 以上

8. 5 以下
1 物 以下 終劾 以下 7 孑% 以上 即岱餓丸ハの祕以下

A
水道 2 、 3 級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴
及び B 以 下 の欄に掲 げ る も の

6 . 5 以上

8. 5 以下
3 物 以下 ギ% 以下 7 者% 以上 1皿撒彰好

B
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用 水及び C の欄 に掲げ る もの

6 . 5 以上

8 . 5 以下
5 栩効 以下 1′後 以下 #劾 以上

C 工 業 用 水 2 級 ･ 環 境 保 全
6 . 0 以上

8 6 以下 8 栩% 以下
こ み等の浮

遊カ潴認め ら

れない こ と

2物 以上

(圏 1 自 然環境保全 : 自然探勝等の環境の保全
2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄7

=
　



イ

※ 利 用 目 的 の 適 応 性
基 準 値

全 窒 素 全 り ん

T1 自 然環境保全及び肛 以下の欄に掲げる も の 0 1 mg / “以下 0 0 0 5 mg /“ 以下

肛

水道 1 、 2 、 3 級 (特殊な ものを除 く 。)

水 産 1 種

水浴及びm以下の欄に掲げ る もの

0 2 mg /′以下 0 0 1 mg /“以下

m 水道 3 扱 く特殊な もの) 及びW以下の欄に掲げゞる もの 0 . 4 mg /′ 以下 0 0 3 mg /“ 以下

酌 水産 2 種及びV の欄に掲げる も の 0 6 mg /“以下 ○ 0 5 mg /“ 以下

V

水 産 3 種

工 業 用 水

農 業 用 水

環 境 保 全

l mg /′ 以下 0 . 1 mg /“ 以下

⑧ 籠) 1 . 自然環境保全 自然探勝等の環境保全
2 水 道 1 級 ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う もの

水 道 2 級 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作を行 う も の

水 道 3 級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う もの ( ｢特殊な もの｣ と は、 臭

気物質の除去が可能な特殊な浄水操作を行 う ものをい う 。)

3 水 産 1 種 サケ科魚類及びア ユ等の水産生物用並びに水産 2 種及び水産 3 種の水

産生物用

水 産 2 種 ワ カ サギ等の水産生物用及び水産 3 種の水産生物用

水 産 3 種 コ イ 、 フ ナ等の水産生物用

4 環 境 保 全 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。) に おいて不快感を生 じな い限

度

3 海 域

" 利 用 目 的 の 適 応 性

基 隼 値

礁護る脅す
化学的酸素
要求量徹城

客存酸素量
①⑨

大腸菌群数 油 分

A
水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B 以下の欄に掲げる も の

7 8 以上

8 3 以下
2 mg / “以下 75mg/ “以上 1馳辯盪

9莚

検出 さ れな
い こ と

B
水 産 2 級 ･ 工 業
用 水 及 び C の 欄
に 掲 げ る も の

7 8 以上

8 . 3 以下
3 mg / “以下 5 mg / “以上

検出 さ れな
い こ と

C 環 境 保 全
7 0 以上

8 3 以下
&' / “洲 2 mg / “以上

(注) 1 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全

2 . 水産 1 級 マ タ イ 、 フ、 人 ワ カ メ 等の水産生物用及び水産 2 級の水産生物用

" 2 級 ボ フ 、 ノ リ 等の水産生物用

3 環境保全 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。) に おいて不快感を生 じない限度
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吻 ) 水 域 別

ア 河 川

情 三大河川

o 千代川水域

千代川は有富川 との合流点 (河口か ら約 7 km上流) か ら上流は、 何川類型A A 、 下流は類型

A の環境基準が定め ら れてお り 、 B O D ( 7 5 %値) でみれば、 類型AA の源大橋及び市瀬の

2 地点を除いて他の地点はすべて環境基準に適合 してい る 。 そ の他の項目 について 、 それぞれ

の指定類型に対する環境基準適合率を見る と類型A Aの水域では D O 9 3 % 、 S S 1 0 0 % 、

大腸菌群数 0 % 、 類型A の水域でD 0 7 9 % 、 S s l o o % 、 大腸菌群数 0 % と な っ てい る 。

各河川の水質の状況を B O D につ いて見れば、 千代川は 0 8 ~ 1 5 mg / “ と清浄であ り 、 千

代川 に流入する八東川、 私都川、 佐治川 も 0 7 ~ 1 . o mg / “ と極めて清澄な水質を維持 してい

る。

水質の汚濁状況( B O D) を前年度と比較 してみ る と 、 千代川及び流入河川であ る八東川ゞ 私

部鼠 佐治川 l と も前年度 と ほぼ同程度であ り 、 こ の水系の水質の経年変化を見る習熟檄よし 、 { } !
で推移 してい る 。

( (注) 各河川の水質経年変化、 環境基準適合率の謂細に ついては資料 2 0 を参照の こ と 。)

表 5 3 測 定 結 果

河 川 名
指定
類型

地点名
測定
回数

pH
DO

@#ツの
BOD

@“レの
S S

@“レの
大 腸 菌 群 数

(MP N / 1 00 拶 )

千代川水系
千 代 川

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 . 1

7 . 4

6 8

7 4

6 9

7 . 2

7 0

9 . O

9 . 3

9 7

9 4

1 0

1 0

10

1 5 ( 2 0 )

1 OQ O )

1 1 ( 1 1 )

0 9 ( 0 9 )

0 8(0 8 )

1 1 ( 1 2 )

0 8{ 0 9 ) ハbに〉̂/4月せりム2つム
1 1 × 1 0 3一 2 4 × 1 0 5

2 1 × 1 0 3 ~ 3 4 × 1 0 4

2 2 × 1 0 2 ~ 1 1 × 1 0 4

1 .7 × 1 0 3 ~ 2 0 × 1 0 4

49 × 1 0 2 ~ 7 .0 × 1 0 3

70 × 1 0 ~ 79 × 1 0 3

1 3 × 1 0 2 ~ 1 7 × 1 0 4

八 東 川

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野 リムリ09614T具14
7 2

7 3

7 0

1 0

1 1

1 0

o . 9 ( 1 1 )

O 9 ( O 9 )

0 7 ( 0 8 )

3

4

2

49 × 1 0 2 ~ 54 × 1 0 4

33 × 1 0 2 ~ 35 × 1 0 4

1 3 × 1 0 2 ~ 1 1 × 1 0 4
私 都 川 下 門 尾 1 2 7 2 1 0 0 . 9 ( 1 0 ) 3 1 1 × 1 0 3 ~ 54 × 1 0 4
佐 治 川 別 府 12 7 1 1 0 1 0 ( 1 3 ) 6 1 3 × 1 0 れ~ 49 × 1 0 3

( ) 内 は 7 5 %値
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(測定地点図) 脳沁 (mg / “) ( BoD 最大~最小値)
〔千代川 〕

x 75 %値 人 0 . 5 未満日本海 4 5 r
- - 3 0 B

A稲常 2 0

佐貫 霧奪 鬘 う途別府

AA

市額 。 ! (
毛 賀 行 原 稲 佐 市 毛 米 方 岸 下 別 類
谷 大 岡 代 門 型

0 5 10 15れ 露 徳 橋 常 貫 瀬 谷 橋 寺 野 尾 府 )

表 5 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 @#/ @ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 ノ合 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

1 6

0 7

0 7

0 8

0 . 6

0 6

0 5

0 6

0 6

0 5

0 8

0 6

1 7

0 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6

0 6

0 6

0 6

0 8

0 6

1 5

0 9

0 9

吟 1 0

0 8

0 7

0 . 7

0 8

0 8

0 6

0 9

0 7

11◆ 2 . 0

1 . O

0 9

0 9

0 9

吟 1 1

0 8

1 0

一 1 1

0 8

1 0

0 9

◇ 1 5
1 1

1 1

1 0

0 9

1 1

0 8

1 . 0

1 0

0 8

1 2

0 . 9

1 5

1 0

1 1

0 . 9

0 8

1 . 1

0 8

0 9

0 9

0 7

D O 9

1 0

(庄 ) ◇ 前年度に比べ良 く な っ た もの 噂◆: 前年度に比へ悪化 し た も の

天神川水系

め 天神川 は小鴨川合流点 (河口か ら約 7 物上流) か ら 上流は、 河川 I類型 A A 、 下流ま類型 Aの環
境基準が定め られてお り 、 B O D ( 7 5 %値 ) でみれば類型 A及び A Aの水域の全地点で環境基

準に適合 してい る 。 ま た 、 両水域 と も D 0 、 S S は ほ と ん ど環境基準に適合 して い る が 大腸菌

群数の適合率は 0 %であ る 。 水質の状况を B O D で見れば、 天神川 ( 0 5 ~ 1 4 mg / “ ) 、 及び

天神川に "流臥しす る小鴨川 ( 0 5 ~ 0 7 mg / “ ) 、 三徳川 ( 0 6 ~ 0 7 mg / “ ) と も 清浄 で あ る 。

本水系の汚濁状况 (B O D ) を前年度と比較する と 、 天神川 、 小鴨川 、 三徳川 と も ほぼ同程度

であ り 、 経年的な水質の変化を見て も水系全体 と しては ほぼ同程度の水質で推移 してい る 。
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表 5 5 測 定 結 果水域名 艇 地点名 定
数

側
回

韻 勘 概 赫 大腸菌群数 (MPN/100祕)

天
神

川
水

系

天神川

A
A
船
螢
螢

後
田
原
泉
鴨

田
小
大
今
穴

ハ
ノム

A
V

〔
U

n
′0

9
0

1
4

ら
ご

ろ
D

1
4
1

ユ

1
上
り
ム
2

Q
U
Q
U

ワ
ー
ワ
‘
ワ
ー
ワ
‘
ワ
ー

AU
-

a
o
o
o
1

･1I--T1
1ユ

十一I-

の
"
の
の
め

G
札
@
@
範

ハ
U

獲
れ★

ワ
‘
ワ
‘
R

U

1
4
1
1

ハ
U

^
U

A
U

に
U

O
XU

Q
U

ら
。

リ
ム

×
×

×
×

×

1
1

月
"
性
Q
U
Q
〉

イ
れ
出

せ
4
?

ム
ー

ム
イ4

1
4

~
~

~
~

~
3

3
3

2
2

〔
U

^
U

^
U

ハ
U

n
U

1
4

1
4

1
1

1
4

1
4

メ
×

×
×

×

G
U
R

U
(
D
q

〉
^]

〉

4
2
2
4
4

小鴨川 一
一

-
-

城
町
金
西

原

巌
河
関
今

リ
ム
つ
ム

n
ノム

リ
ム

3
4
4
3

n
v

〔
U

n
v

^
U

①
①
①
①

A
U
4

nご
つ
ム

^
U

^
U

A
U

^
U

1
1

T
4

1
4

1
1

×
×

×
×

う
6

つ
ム

れ
れ
マ
7
I

う
り

リ
ム
リ
ム
1
1

~
~

~
~

R
U

n
3

R
V

?
0

^
U

〔
U

A
U

n
U

T
上

1
4

1
4

｢
鼻

×
×

×
×

2
4
3
4国府川 福光 リ

ノム
1
1

4
一

ワ
!

^
U
岬

-4

、
1
/

り
･‘

^
=〕

歌̂
U

n 4^
U
1
4

×A
U

れ
れ寸

~R
Y

^
=
〕

1
4

×4
“

n
乙三徳川 一

一

手
柴

横
片

リ
ム
リ
ム

1
4

1
上

4
2

ワ
‘
ワ
‘

ず
I晶

^
U

1
4

す
上

、
!

′
、

./

Q
U

ハ
○

①
①

ワ
f

ご
〔V

^
U

^
U

リ
ム
リ
ム

-ご
4

^
U

^
U

1
1

1
4

×
×

1
込

h
D

増
艦上

Q
U

~
~

R
U

^×
)

^
U

ハ
U

1
1
具

×
×

〔さ
｣｣

1
1

【
1

･I
-加茂川 森 リ

ム
1
ユ

n
乙

ワ
‘

ぬ ト
リ

鱒̂
=
〕

n
/
“

ハ
U

×^けワ
･f

~ハ
U1
4

×u

　
　
　

　に
J

ワ
ー

は内、}
′

、ト

　
　　

　　
　

〈
類
型

)

森

片
柴

横
手

福
光

今
西

関
金

河
原
町

巌
城

穴
鴨

今
泉

大
原

小
田

田
後

　
　

　

斡彰
50

45~~卸
25

20
騎

m
05

0

　
　

　
　

　
麒
神
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天

1
話
=
=
I

1
=

ri
-

‘
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ー
f
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ー
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表 5 6 経 年 変 化水域名 地点名 BOD年平均値(勿#/@)54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度

系
川

水
神

鴨
徳

茂

′
天

小
三

加

神天

後
田
原
泉
鴨
城
町
金
西
手
柴

原
森

田
小
大
今
穴
巌
同
関
今
横
片

^U
R
U

ハリ
ワ
J
A
U

〔nY
no

nxU
rhU

Q
ツ

rb
rリ

ヤ
ー

1
4

八
U

n
U

^
U

1
4
n
U
n
〕

^
U

ハU
^
U

n
U

9
9
7
6
7
8
7
6
6
8
6
6

〔U
〔U

n
v
n
v

^
U

n
v
n
v

^U
^
=〕

n
V

^
U

n
U

D

リ
ム
リ
ム
ワ
I

C
D

R
U
G
ひ

だ
hU

r
hu

A
U
Q
ツ
ワ
ー
A
U

1
4
1
上

ハ
U

^
U

^
U

ハ
U

ハ
U

^
U

〔
U

n
U

n
v

〔
=V

呻
吟

ハb
q

y
寸
1
R
U
A

U
“4

^=〕
ハb

hb
nソム

R
U

ハb

1
4
1
4
1
具

^U
^U

1
4
1
4

^U
^
U

1
4

〔
U

n
U

呻
吟
◆

◆
◆

◆

1
4

44
6
6

7
#
A
U

66
7

ワ
!
A
U
Q
ツ
ワ
ー
A
U

1
ユ
ー
上
n

Y
〔=〕

^U
〔U

^U
^U

〔=〕
^“〕

〔U
^U

D
D
D

O
D

O

n
V

“れア
ワ
ー

"/
rリ

ワ
‘

ハb
^b

に
〕
7

f
ハb

rb

1
4
1
4

^
U

^
=U

n
v

〔
U

^
=〕

^
U

^
U

^
U

n
U

^
U

D
r
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日 野川水系

日 野川 は 日野橋 (河口 か ら約 3 km上流) か ら上流は河川類型A A 、 下流は類型Aの環境基準が

定め ら れてい る 。 類型Aの地点は B O D ( 7 5 %値) 1 4 mg / “ と 基準に適合 してお り 、 類型

AA の水域では 、 八幡 ( 1 1 mg / “ ) を除いて他の地点はいずれ も基準値を満足 してい る 。 BOD

以外の項目 の環境基隼適合率を見る と 、 類型AA の水域では 、 D O 1 0 0 %、 S S 9 9 %、 大腸

菌群数 2 %、 類型Aの水域では、 D 0 8 8 % 、 S S 1 0 0 % 、 大腸菌群数 1 2 % と なってい る 。

こ の水系の水質の状況 ( B O D) は、 日 野川 ( 0 7 ~ 1 . 2 mg / “ ) 、 及び法勝寺川 ( 0 9 ~

1 . 2 mg / “ ) 、 板井原川 ( 0 . 6 mg / の と も 、 清浄な水質であ る と いえる 。

水質の状況を B O Dで前年度と 上鷁慶する と 、 日野川 、 法勝寺川 と も ほぼ同程度であ り 、 経年的

に 見て も 、 こ の水系の水質はいずれ も大幅な変化は認め られず、 ほぼ横ばいの水質を保 っ てい る。

表 5 7 測 定 結 果

水 域 名
指定
類型

地 点 名
測定
回数

P H
DO

如9 / “ )
B O D

(mg / “ )
S S

鮑 / “ )
大 腸 菌 群 数

(M P N / 1 0 0 工珍

日野川水系
日 野 川 AA船螢船舶船船

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山
矢 戸

1 2

3 0

3 0

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 . 1

7 4

7 . 5

7 1

7 1

7 .0

7 1

7 1

9 4

1 0

1 0

1 0

1 1

1 1

1 1

1 1

1 2 ( 1 の
1 2 ( 1 の
1 0 ( 1 .1)
0 8 (0の
0 8 (0の
0 7 (0の
08 ( 1 の
07 (0の ハbQJ“月性RUrbメハナハリハノム

3 .3 × 1 0ね/ 1 6 × 1 0 5

3 3 × 1 02し5 4 × 1 04

7 8 × 1 0〉 1 .4 × 1 0 4

1 4 × 1 02こ) 7 0 × 1 0 3

2 . 2 × 1 02二) 4 3 × 1 0 3

1 ･ 7 × 1 0｣3 3 × 1 0 3

2 .8 × 1 02し 7 9 × 1 0 3

4 5 × 1 0~3 .3 × 1 0 3

法勝寺川
福 市
法 勝 寺

1 2

1 2

7 . 2

7 1

9 . 8

1 0

1 2 ( 1 9
0 9 ( 1 の

1 2

4

4 6 × 1 oag .2 × 1 0 4

3 3 × 1 02~ 1 7 × 1 0 4

板井原川 高 尾 1 2 7 1 1 0 0 6 (0 の 3 1 . 1 × 1 0~ 2 4 × 1 0 3

( ) 内は 7 5 %値

(測定地点図) ( BOD 最大~最小値)

〔 日 野 川〕 BO D Q

美保湾 @#/@)

皆生 3 0 B

の 福市 八幡 2 5
法勝寺 溝口 2 0

下榎 武庫 1 . 5

A

高尾 1 o AA

矢戸 生山 0 . 5

･

l

予 く

、 = 止 泙 弟
L 狄 災 難 は ば ま

0 5 10 15拗 皆 車 八 溝 武 下 生 失 福 法 高 類
]｣一 勝 型

生 尾 幡 口 庫 榎 山 戸 市 寺 尾 )
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表 5 8 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
BO D 年 平 均 値 ( mg / “ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

日 野 川 水 域

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

1 1

1 . 3

0 . 8

0 8

0 . 6

0 5

0 6

0 6

1 1

0 7

0 5

D O . 7

D O . 9

0 . 6

0 6

0 . 7

0 6

0 6

0 6

0 . 9

0 . 7

0 5

◆ 1 3

1 1

鳶 1 . ○

◆ 1 . 1

0 8

0 8

◆ 0 . 9

0 7

◆ 1 . 2

0 9

0 . 7

1 . 2

1 2

1 0

1 1

0 8

0 . 6

0 7

0 7

1 4

･ 1 . 2

0 6

1 . 0

1 . 2

1 . 0

0 9

0 8

0 8

呻 1 0

0 6

0 1 1

1 . 0

0 . 5

1 2

1 2

1 0

0 8

0 8

0 7

0 8

0 7

1 2

0 . 9

0 6

の 都 市 河 川

旧袋川 (鳥取市) の水質は、 B O D ( 7 5 %値) 3 2 ~ 6 . 2 mg / “ (河川類型 C ~ D相当) と

輻濁 してお り 、 前年度の測定結果 と比較 してみる と 、 一部の地点を除 く 各地L点、で悪化 してい る 。 的
玉川 (倉吉市) は、 上流部の八幡町 ( 0 6 mg / “ ) を除いて 3 9 ~ 1 2 mg / “ (河川類型C ~

E よ り 悪 い) と依然と して汚濁 してお り 、 特 に宮川町、 西仲町、 余戸谷町の各地点が著 し い 。 前

年度 と比較す る と各を地点で同程度あ る い は良 く な ってい る 。

旧加茂川 (米子市) は 1 0 ~ 3 0 mg / “ G河川 l類型 E~ E よ り 悪い) と 全水域で汚濁 してい る

が特に加茂川橋、 土橋地点での汚濁が著る し い。 又、 前年度 と比較する と ,悪化 してい る。

こ れ ら の都市河川の経年変化 (昭和 5 4 年度~ 5 9 年度) を見る と 、 旧袋川及び玉川 はほぼ横

ばいの水質で推移 し 、 旧加茂川 については こ れま でやや改善傾向が見 られたが昭和 5 9 年度‘ま悪
化 してい る 。

表 5 9 測 定 結 果

河 川 名 躯 地 点 名
測定
回数

PH
D O

魚9を )
B O D

(mg / “ )
SS

(的ノリ
大 腸 菌 群 数
(M P N / 1ooエリ 證勝

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋

三洋大橋 リムリム̂ひねれ性RU作ハTAUTユー上1よらノムー上り& 14〔UOOハUGOAÛUワ‘ワ‘“○ワ‘ハ【UワJワメ ワ‘QJAUぐリハU4月ナハ=Ur̂〉“/トリAUワ‘ワJQJ
4 .5 ( 5 3 )

4 0 (32 )
4 .9 ( 5 9 )

3 .9 ( 50 )

42 ( 5の

50 ( 62 )

32 ( 58 ) 〔=Uに̂〉̂“UT‘ユに〕ず｣ワ/リムリムーユー4ず｣イーよ
3 . 3 × 1 0 3 ~>2 .4× 1 05

7 . 9 × 1 0 3 ~> 2 4× 1 05

7 9 × 1 0 3 ~> 2 4× 1 ぴ

7 .0 × 1 0 3 ~> 2 .4× 1 ぴ

1 1 × 1 0 4 ~> 2 .4× 1 ぴ

4 9 × 1 0 3 ~> 2 4× 1 ぴ

1 .3 × 1 0 3 ~> 2 4× 1 ぴ ワ‘QJQU14GJハbnbに〉リムQUうりリムQUn乙
玉 川

巌 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 つねっムらノムハノムn′ムー･且【･7上一･14･11一1I- =̂Uす‘上り&リムQUワ‘7Jワー7Jワ‘
9 0

5 . 5

7 7

8 . 9

1 0

3 5 ( 3 9 )

1 0 ( 1 2 )
1 1 ( 1 2 )

7 7 ( 73 )

0 6 ( 06 )

1 1

1 2

1 0

7

3

3 3 × 1 0 4 ~> 2 4× 1 05

7 0 × 1 0 4 ~> 2 4× 1 05

1 .3 × 1 0 4 ~> 2 4× 1 び

3 3 × 1 0 3 ~> 2 4× 1 ぴ

1 .8 × 1 0 3 ~ 2 2 × 1 が

3 . 5

1 1

1 1

1 1

0 8

旧加茂川

-

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 橋

加茂川橋 リムつねりムリムリム14･1I-‐11一寸･1-･14 6bnonXURURURU炎UAURV“b hDリム̂=〕?ムnVAハマトリハOAUワJ
93 ( 1 0 )

1 4 ( 1 8 )

1 3 ( 1 7 )

2 0 (2 2 )
2 4 (3 0 )

1 2

1 8

1 9

1 7

2 0

2 4 × 1 0 4 ~> 2 .4 × 1 ぴ

1 3 × 1 0 4 ~> 2 4× 1 05

3 3 × 1 0 4 ~> 2 .4 × 1 び

4 . 9 × 1 0 3 ~> 2 .4× 1 ぴ

4 9 × 1 0 3 ~> 2 .4× 1 ぴ

9 6

8 5

6 7

1 0

1 5

( ) 内は 75 % 値- 68 一



(測定地点図)

〔旧 袋 川 〕

日本海

〔玉 川 〕

至よなご

G日加茂川 〕

4 国 至と っ とり
千 弁天橋 府 うつふき

く らよ し 講 米 勗川 川

中海 加 ＼ 至と っ と り

若桜橋 町町

三洋大橋 鴨
i l l

き ょ う と

( BOD 最大~最小値)

　 　　　BOD

(勿"@)

浜 出 三

　 　 　
坂 橋 橋

BOD @の
(栩“@)

を
　

　　

巌 西 八

仲 幡

城 町 町

T
I

III
1水
量
上

灘
町
橋

旭 撰
　 　

表 6 0 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

7 地 点

5 地 点

5 地 点

3 4 ~ 5 8

0 9 ~ 1 4

1 8 ~ 2 4

◆ 2 6~ 1 2

･ 0 8~ 2 3

D 7 6~ 1 2

0 3 . 事一 55

D O .8~ 1 6

7 . 1 ~ 1 2

3 2 ~ 5 2

1 1 ~ 1 6

7 4 ~ 1 2

2 8 ~ 5 7

D 0 8 ~ 1 1

6 7 ~ 1 5

3 2 ~ 5 0

D 0 6 ~ 1 1

･ 9 3 ~ 2 4

- 69 -
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り ) 二 級 河 川

県内の主要二級河川 8 河川 について、 それぞれ各 3 地点の測定結果を見る と 、 加勢蛇川は B O

D ( 7 5 % f動 1 mg / “以下 (河川類型AA相当) と極めて清浄な水質であ り 、 他の河川 も 1 ~

2 皿g / “前後と おおむね清浄な水質を維持 してい る 。

各河川の水質について、 前年度 と の対比を見 る と 、 塩見川 と 勝部川で若干悪化 してい るが 他

の河川は同程度あ る いは良 く な っ てい る 。

ま た 、 こ れ ら の河川の経年変化は、 ほぼ横ばいの状態で推移 して い る 。

表 6 1 測 定 結 果

河 川 名
指定
類型

地 点 名
測定
回数

PH
D O

@g/ "
B OD

(mg / “ )
S S

(mg/ “
大 腸 菌 群 数
(M P N / 1 0 o mの

5 8 年度
B O D

(m" “ )

蒲 生 川

本 庄

恩 志

太 田 れ仕月性“性 001ワーワ‘ワ‘ こり〔ÛU031414
1 .4 ( 1 .の

0 9 (0 の

1 .4 ( 1 .の rb“4QU
2 , 2 × 1 0丸 2 4 × 1 0 4

1 7 × 1 0 $｣ 1 .7 × 1 0 4

3 . 3 × 1 0九 4 9 × 1 0 3 233･1l一十･I-‘1l一
塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 れ性444 ユ84ワ#AUワ‘ 凱乾m
2‐ 1 (2 の

1 ‐ 7 ( l の

1 4 ( 1 の n乙nUQUろくJT｣
1 . 7 × 1 0 ;し 1 6 × 1 0 5

2 3 × 1 0 2~ 7 .9 × 1 0 3

4 9 x 1 0 2｣ 1 1 × 1 0 4 184ず･4‘1Î･1I{
河 内 川

宝 木

宿

来 日 召せ在召すカ性 AV̂=〕̂Uワーワ‘ワr 571GJQワー上
1 . 6 ( 1 . の

1 . 7 ( 1 の

1 . 1 ( 1 . D RU獲れ性QU
3 ･ 3 × 1 αL小 ･ 6 × 1 0 5

3 .3 x 1 0 ;し 1 . 6 x 1 0 6

4 9 × 1 0 ~ 3 .5 × 1 0 4 300リムリムTL
勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 れ,4月マイハ性 209ワ‘ワ‘AU 670RUOJOひ
2 ‐ 1 (2 ‐ 6り

1 ‐ 3 ( 1 6り

2 ‐ 1 (2 の

1 1

7

9

1 . 7 × 1 0 ;し 5 4 × 1 0 4

1 . 1 × 1 0 2｣ 5 .4 × 1 0 4

3 .3 × 1 02｣3 5 × 1 0 4

1 . 3

1 0

1 . 6

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

東亀谷 “444召性 012ヮ!ヮJヮ‘ 500RU〔uV〔MV
1 ‐ 4 ( 1 ‐ 6り

O ‐9 ( 1 の

2 ‐o ( 1 6り

1 0

7

5

2 .4 × 1 びん 4 9 × 1 0 4

2 , 2 × 1 0 ;し 1 , 3 × 1 0 4

3 . 3 x 1 03｣) 2 4 × 1 0 4

1 . 4

1 . 2

2 1

加勢蛇川

上伊勢

八 反 田

三 本 杉 メ444メれ土 332ワーワ‘ワ‘ 899QひQJQJ
0 . 5 (o の

0 5 (0 . の

○ . 6 《0り

4

2

2

3 3 × 1 0九 7 ,9 × 1 0 3

1 . 1 × 1 0し 1 . 7 × 1 0 4

1 . 3 × 1 OL 1 . 7 × 1 0 4

0 7

0 6

0 6

阿弥陀川

所 子

坊 領

原 れ曇れ"イ召せ 4ユ2ワrワ!ワ‘ 1071ムーユQJ
1 .0 ( 1 .の

0 8 (1の

0 9 ( 1 .1)

2

2

2

7 9 × 1 0 ~ 3 5 × 1 0 3

2 0 × 1 0 ~ 4 9× 1 0 3

2 . 0 × 1 0 ~ 4 9 × 1 0 3

0 .9

1 . 2

2 . 1

佐 陀 川

佐 陀

古 長

福 万 れ4月444 192ワ‘AUワ‘ o901驫Qひ1ユ
1 . 1 ( 1 9

1 ‐0 ( 1 . D

1 0 ( 1の

5

3

7

1 .3 × 1 0九 5 4 × 1 0 4

7 8 × 1 0 ~ 2 . 8 × 1 0 3

2 0 × 1 0 ~ 3 . 3 × 1 0 3

1 .6

1 .4

1 . 1

( ) 内は 7 5 % 値
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(測定地点図) o 5 1 0皿
〔浦生川〕 〔塩見 I D

日本海 ‐ 本庄 恩地

挨 太田

本 恩 太

庄 志 田

A

AA

( BOD 最大~最小値)

× 7 5 %値
人 0 5 未満

細 侮 箭

川 士 僕

〔加勢蛇川〕
日本海

A

AA

〔河内川 〕

宝 来
宿

木 日

〔阿弥陀川〕

日 本毎

A

AA

t勝部川〕

青 吉 善

谷 川 田

A

AA

@ 〔由 良 川 〕
日本海

東亀谷

BOD

　　　

三本杉 八反田

BQD
(鰡")

瀬 穴 東
亀

戸 沢 谷

A

× 癸 AA
上 八 三

伊 反 本
勢 田 杉

BOD

　　　　

所 坊

子 領
原

A

AA

佐 吉 福

陀 長 万

A

AA

め 表 6 2 経 年 変化

水 域 名 地点名
B O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年 度 5 9 年度

蒲 生 ′

塩 見 ′

河 内 ′

勝 部 j

由 良 ′

加 勢 蛇 j

阿 弥 陀 j

佐 陀 j

I

=

日

=

=

l l

I

I

l

l

I

l

l

I

l

3 地点 0 .8 ~ 1 2

0 .6 ~ 1 6

0 .8 ~ 3 .5

1 . 7 ~ 2 .8

0 .8 ~ 2 5

0 . 6 ~ 0 7

0 7 ~ 1 2

1 9 ~ 2 .3

D O .5〉 0 6

D O .6~ 1 . 2

D〈 0 .5) 1 . 1

D O . 7~ 1 .4

D 0 8~ 1 8

0 .7

0 .8~ 1 .2

D 1 .0~ 1 .5

0 6 ~0 7

0 .6~ 1 2

0 6~ 1 .O

◆ 0 8~ 2 .O

吟 1 4~ 2 0

0 6 ~ 0 9

り 0 .6し 0 9

D O 9~ 1 .2

0 7~ 0 9

0 .8~ 1 0

0 8~ 1 1

◆ 1 . 1 ~ 2 .O

1 .2 ~ 2 0

0 . 7~ 0 .8

0 6~ 0 7

0 8~ 1 . 1

◆ 1 . 2~ 1 . 3

◆ 1 . 1 ~ 1 .8

･ 1 . 1 !〉 2 .3

1 .○) 1 .6

1 2~ 2 . 1

0 6 ~ 0 7

◆ 0 .9~ 2 1

吟 1 . 1 !〉 1 6

0 9 ~ 1 4

◆ 1 4 ~2 4

り 1 1 ~1 7

･ 1 3 ~2 .1

D O .9 ~2 0

0 5 ~0 6

D O .8 ~1 .0

D 1 . 0 ~1 . 1

- 7 1 -



イ 湖 沼

情 湖 山 池

湖山池は、 環境基隼の湖沼類型Aが定め ら れてい るが、 C O D ( 7 5 %値) は 6 . 7 ~ 7 4 mg

/ “ と 4 地点 と も環境基準に適合 してお らず、 類型 C に相当 してい る 。 そ の他の項目 について

環境基準適合率をみ る と 、 D O 9 4 % 、 S S 1 7 % 、 大腸菌群数 7 1 % と な ってい る。 C O D

について前年度の水質 と比較す る と 、 5 . 2 ~ 5 5 mg / “ → 5 6 ~ 7 9 mg / “ と 若干悪化 して る

が、 夏期に湖心部に発生 し たアオ コ が影響 してい る と考え ら れ、 経年的に見 る と ほぼ同程度で

あ る 。 湖中央部 (上層) の金燐 (T - P ) は こ れまで減少傾向に あ っ た も のが昭和 5 9 年度は

増加 してお り 、 全窒素 (T - N) も前年に比べ大幅に増加 してい る 。

表 6 3 測 定 結 果 (測定地点図)

　

③ 青島 ① 範

地 点番 号

及び地点名

測定

回数
PH

DO

(mg/ "

COD

@g/ "

S S

寢/ “ )

大腸菌群数

(MPツ衡姥)
邸誌彎
@g/ "

① 布勢地先 1 2 8 .4 1 0
5 .7

(7 . 1) 1 6一
44 × 1 0

~ 2 0 × 1 0 3
5 . 2

② 堀越地先 1 2 8 3 9 . 7 “ あ 1 4
2 2 × 1 0 2
~ 98 × 1 0 3

5 .2

③ 中 央 部 1 2 8 1 9 6 燭 1 8
30 × 1 0

~ 3 9 × 1 0 3
5 3

④ 松原地先 1 2 8 2 9 .7
5 6

( 6の
1 6

1 7× 1 0 2
~ 5 0 × 1 03

5 . 5

C O D (最大~最小値) ( ) 内 は 7 5 % 値

⑧ × 7 5 %値 錨泌 T｢ N . T ー P の径年変化 T-P　　 　COD

@g/ の 中央部 (上層)

C 1 0 0 1

B

A

、 、 、 ~ .･ 0 0505

o 布 堀 中 松
勢 越 ★ 原
地 地 大 地 O
先 先 部 先　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

表 6 4 径 年 変 化 震 震 震 震 震 鍾

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年 度

湖 山 池 4 地 点 4 6 ~ 54 4 5 ~ 49 ◆ 4 9~ 5 7 D 4 3~ 4 8 ◆ 5 2~ 5 5 ◆ 5 6~ 7 9

　

　
=
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名 ) 多 鯰 ケ 池

多鯰ケ池は、 環境基隼の類型指定がさ れて いないが、 C O D ( 7 5 %値) で見 る と 3 .4~ 3 . 7

mg / “ と 湖沼類型 B に相当 してい る 。

水質は 、 池全体が平均 して若干汚濁 してお り 、 径年的には ほぼ同程度の水質で推移 してい る

が、 前年度 と比較する と若干悪化 してい る 。 湖内の 3 地点を平均 し た全窒素 (T- N) 及び全

燐 (T- P ) に つい てみ る と前年度者ま と んど変化は見 ら れない。

表 6 5 測 定 結 果
(測定地点図)

　 　 　　

T-P

地 点 番 号
及び地点名

測定
回数

pH DO

@“レの
COD

@2レの
S S

@“ツの

大腸菌群数

(MPN搖oo 祕)
58年度
COD

(場ツの

① 西 部 4 6 9 8 2
3 5

( 3 の
4

1 9 ~

3 .2× 1 0
3 2

② 東南部 4 7 . 1 1 0
3 9

( 3 . の
5

5 7~

8 0 × 1 0 3 3

③ 北 部 4 7 0 9 8 務 5
1 . 9 × 1 0~

4 8 × 1 0 3 . 4

( ) 内 は 7 5 %値 (解/“ )
T-N T-N ･ T-P の経年変化
(彬花 ) 湖平均値 (上層 )

0 . 1

彬易 ( CoD 最大~最小値)
× 7 5 %値

B 0 5

A

0 0 5

←-→ T-N (全窒素)
← ･ TーP (全 燐)

西 棗 北 昭 昭 昭 昭 昭 昭 O
部 郡 部 和 和 和 和 赤口 和54 55 56 57 58 59

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (弩/ @ )

5 4年度 5 5 年度 5 6年度 5 7年度 5 8年度 5 9 年度

多 鯰 ケ 他 3 地 点 2 8 ~3 3 3 0 ~ 3 1 ◆ 3 6 ~ 3 9 3 . 5~ 3 .9 0 3 2~3 .4 ◆ 3 5~3 9

め ) 東 郷 池

東郷池は 、 柳沼類型Aが定め られてい る が C O D ( 7 5 %値) でみ る と 、 5 3 ~ 5 7 mg / “

と 4 地点 と も環境基準に適合 してお らず、 類型 C相当 と 汚濁 してい る 。 ま た、 そ の他の項目 の

環境基準適合率は、 D 0 7 9 %、 大腸菌群数 3 3 %及び S S 2 1 % と な っ てい る 。

本棚の水質は、 柳全体でほ とん ど均一であ り 、 経年的には ほぼ同程度の水質で推移 してい る

が、 5 9 年度は前年度と比較 して、 若干良 く な っ てい る 。 ま た、 中央部の全燐 (T - P) は前

年よ り 増加 してお り 、 全窒素 (T- N) は前年よ り 減少 してい る 。
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表 6 7 測 定 結 果

地 点 番 号
及び地点名

測定

回数
pH

DO

@洗う/ @)

COD

@2ゾリ
SS

仂移し の

大腸菌群数

(MPN%○○ 〆
58年度
COD

@#レの

①萢 残 雍 12 8 .5 9 4 ““) 1 1
1 . 5 x 1 0 2
~4 .5 × 1 03

5 . 2

②中 央 部 1 2 8 4 9 . 1 “: ) 1 1
1 2 × 1 0 2

~8 . 2 × 1 03 5 . 1

③野花地先 1 2 8 .2 9 2
4 . 6

6 .7 )
1 1

1 8 × 1 0 2
~ 1 .0 × 1 枦 5 4

④松崎地先 1 2 8 5 9 1 “ ) 1 0
1 3 × 10 2
~6 4 × 1枦

5 . 1

(測定地点図)
橋灘 =

下

上浅津 ①

② ④ 松崎

東郷川

0 1 2 #翔

中 野 松　 　 　 　
津 央 化 鰤 ) 昭 昭 昭 昭 昭 昭
地 地 地 和 和 和 和 和 和

先 部 先 先 整 鑿 整 理7 撃 華
経 年 変 化 度 度 度 度 度 度

O

表 6 8 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (物#/ "

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

東 郷 池 4 地 点 4.9~5 .9 D 3 9~4 1 3 .8~3 .9 ◆4 .8~4.9 吟 5 . 1 ~5 .4 D 4 6~4 .7

匡) 中 海

中海は柳沼類型Aの環境基準が定め ら れてい る 。 鳥取県水域について C O D ( 7 5 %値) で

見る と 、 同地点の う ち 、 境水道中央部 ( 2 8 mg / “ ) 、 渡町地先 ( 2 5 mg / “ ) 、 小篠津町地

先 ( 2 9 “, / “ ) の境水道に近い 3 地点で類型A ‘薊合 してい る が 他の地点は 類型 B~類 ◎
型C に相当 してお り 、 特 に米子湾中央部は 5 , 1 mg / “ と最 も汚濁 してい る 。 他の項目 の環境基

準適合率を見る と 、 D 0 4 8 %、 S S 3 6 % 、 大腸菌群数 8 8 % と な っ てい る 。

前年度の水質 と の比較を C O D について見る と 、 ほぼ同程度であ り 、 又、 経年的に見て も ほ

ぼ同程度で推移 して い る 。

ま た、 米子湾中央部の全窒素 (T - N) 全燐 (T - P ) は、 両方と も前年度と る刻ま同程度

であ り 、 経年的に も大 き な変化はない 。
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(測 定 地 点 図)

“ ( COD 最を霧澄値)

島 根 県

表 6 9 測 定 結 果

地点番号
及 び
地 点 名

測定
回数

pH
DO

@“レの

COD

@“レの
S S

@“/"

大腸菌群数

(M閨格〆
58年度
COD

@2ゾの

①事実蕪 2 4 8 3 7 9
2 4

復 の
5
< 1 .8× 1 0

~ 2 4×1 04

2 3

②鑓 稟 1 2 8 4 7 . 2
2 . 3

(2 5)
7
< L8× 1 0

~ 7 9× 1 0

2 0

③範発 1 2 8 3 7 7
2 7

(2 9)
6

3 1

~ 42× 1 び

3 0

④麗 雍 2 4 8 3 6 9
3 1

倦 め
6

5 0

~ 12× 1 03
3 . 4

鱗馨 24 8 . 5 9 5
4 .7

(5 1 )
9
< 1 8× 1 0

~ 2 4×1 04
4 9

( ) 内 は 7 5 % 値

0 5 1α翔

T-N

　　　 　

T - N ･ T ー P の経年変化

米子湾中央部 (上層 )

TーP

(勿#/"

C OD

@“/"

1 0

O

1し
, T T 罧

r 奄 T I

米
子
湾
中
央
部

小
篠
津
町
地
先

彼 小 葭

境
水
道
中
央
部

　 　 　 　 　地 地

先 先 先

昭
和
54
年
度

昭 昭 昭 昭 昭
禾口 和 和 和 和
55 56 57 58 59

年 年 年 年 年
度 度 度 度 度

表 7 0 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (笏/ @ )

5 4 年度 1 5 5 年度 5 6年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

中 海 5 地 点 2 6 ~5 1 I 2 1~ 5 9 ◆ 2 7~6 .6 D 2 1~5 . 1 2 . 0 ~4 .9 2 . 3~ 4 .7
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<参考> 中海島根県水域の測定結果 (建長省及び島根県測定)

① ② ④
(大橋川 )

地 点 番 号
及び地点名

測定
回数

pH DO

@“レの
COD

@#ゾの
S S

@“〃"

58年度
COD

(場ツ8 )

① 森 口熱 発 24 8 4 8 .2 “) 1 0 4 . O

② 萱東鼻地先 24 8 4 7 9 弱 9 3 9

③ 中海中央部 2 4 8 4 7 3 認) 8 3 8

④ 繁 み樂 2 4 8 4 7 6 ( 食付) 9 3 7

⑤ 安来港地先 2 4 8 4 8 .0
4 3

(5 .o)
8 4 . 1

( ) 内 は 7 5 %値0 5 1α翔

<参考> 諏訪湖、 霞ヶ浦、 琵琶湖及び児島観の環境基準のあてはめ並びに水質汚濁の伏况と の比較 鱒

水域名
都道
府県

類 型
指 定
年月 日

指 定 類 型

達 成 期 間

C O D 測定値 (増/ @ ) : 平均値

躯 C O D 測定箇所
昭 和
56 年度

昭 和
57年度 醸年震

諏訪湖

霞ケ 浦

琵琶湖
(北朝)

(南朝)

児島硼

湖山池

東郷池

中 海

長野

茨城

滋賀

岡山

鳥取

46 5 . 25

47 1 1 6

47 . 4 6

46 5 25

46 9 . 1 4

47 1 0 3 1

A

A

A A

B

A

3 場%“以下

3 場%れ以下

1 場%ぞ以下

5 場翔彩以下

3 難物“以下

5 年を越え る期間
で可及的速やかに

5 年を越え る期間
で可及的速やかに

直ち に達成

5 年を越え る期間
で可及的速やかに

5 年以内

湖 心

北 朝

滞箒
柳 心

境 水 道
中 央 部

米 子 湾
中 央 部

儲 )

“ &
2 0

( 2 .3 )

2 7

( 3 . 1 )

9 0

( 9 . 7 )

堝 )

(蘂

‘‘ )
6 .6

( 6 .6 )

ぼる

ぼる

d ! )

“)

‘! )

鍋

(: 8)

(多め
51

(5 ･ 5 )

覇 )

“ )

場 )

“ &

d 8 )

進も
5 . 1

( 6 . o )

“ )

“ )
( ) 内 は 7 5 %値

ウ 海 域

庁) 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾計画水域 (地点番号②) は 、 海域類型 B 、 そ の他の水域は類型

Aの環境基準が定め られてい る 。 水質の状況を C O D ( 7 5 %値) で見る と 、 類型Aの境港市

昭和町境港防波堤燈台の北方 0 2 km ( 2 7 mg / “ ) 及び日野川河口地先北方 1 o km ( 2 . 1 mg /
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の の 2 地点を除いて環境基隼に適合 してい る 。 そ のほかの項 目 の環境基準適合率をみ る と 、

類型Aをあては めてい る水域で D 0 5 5 % 、 大腸菌群数 8 5 % と な っ てい る以外はずへて 1 0 0

%の適合率であ る 。 ま た 、 本水域では油分はすべて不検出であ る 。

水質の変化を見る と 、 前年度に比べすべての地点で若干悪化 してい るが 径年的にみ る と 同

程度の水質で推移 してい る 。

表 7 1 測 定 結 果

＼

凋 査 地 点 番 号
及 び 地 点 名

指定
類型

測定
回数

pH
DO

@#ツの
COD

囃しの
大 腸 菌 群 数

(M P N / 1 00 祕 )
油分
場しの

58年度
COD

(場レ@ )

①境鰹顎觴疼輻 A 1 2 8 .3 7 6 2 2

(2 . 7 )
1 . 9 ~ 8 .o x 1 0 3 N D 1 9

②境港市福霧鞠,“ B 1 2 8 . 3 7 3
1 6

( 1 . 8 )
4 8 ~ 8 1 x l 0 3 N D 1 3

③境港市福鰐開惣 A 12 8 .3 7 . 6 逞) < 1 8 ~ 1 2 x 1 0 3 N D 1 0

④米子市大鱗群錢 A 1 2 8 3 7 . 6 d 盗 < 1 8 ~ 1 2 x 1 0 2 N D 1 1

⑤米子市皆生増 , 加 A 1 2 8 3 7 8 a あ < 1 8 ~ 1 2 x 1 0 4 N D 0 9

⑥ 日 野川 I呪辯 。 拗 A 1 2 8 3 7 8
1 7

( 2 . 1 )
< 1 . 8 ~ 1 2 x 1 0 4 N D 1 0

⑦ 日 野川膿寮. 拗 A 1 2 8 .3 7 . 8 く そ & < 1 . 8 ~ 1 2 x 10 3 N D 1 1

⑧淀江町佐野錮& ,“ A 1 2 8 3 7 8 邁) < 1 .8 ~ 8 0 x 1 0 3 N D 1 . 3

( ) 内 は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

( C O D 最大~最小値)

COD X 7 5 %値 (測定地点図)
(彬/@ ) 人 0 . 5 未満

4 0

3 0

B ^ ◎ ③
2 0

⑥⑦
5 ⑧

米子市 日

0
0
地
点
番
号

l o

@ 。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 鼾

表 7 2 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (昭/ @ )

5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

美 保 湾 8 地 点 1 5~2 3 1 2~ 2 2 1 . 2~2 4 り 0 8~ 1 5 0 9~ 1 9 ◆ 1 4~2 2

一 7 7 一



贅 ) 日本海沿岸海域

日本海沿岸海域は、 海域類型A の環境基準が定め られてい る 。 水質測定は、 距岸 1 肋の 8 地

点で行っ たが、 8 地点の C O D ( 7 5 % イ載 は 0 6 ~ 1 4 mg / “ ですべて環境基準に適合 して

い る 。 ま た、 本海域では油分 も不検出であ り 、 清浄な水質を維持 してい る 。

昭和 5 9 年度に開設さ れた 1 8 海水浴場について見 る と 、 全海水浴場に ついて各 3 回ずつ水

質圏査を行っ た結果、 透明度 1 m以上、 C O D 2 0 mg / “ 以下、 ふん便性大腸菌群数 1 0 0 個

/ 1 0 o n叱?以下、 油分 N D と すへて ｢鳥取県海水浴場整備促進要綱｣ で定め る水質基準に適合

してお り 、 環婚翹庁の海水浴場判定基準の ｢快適｣ フ ン ク の水質 と な っ てい る 。

表 7 3 測 定 結 果

圏査地点名
指定
類型

測定
回数

pH DO

勿移しの
COD

@“レの
大 腸 菌 群 数

(M P N / 1 00 形 )
油分
@“レの

昭和58年度
COD

(場レβ )

岩美町浦富地先
L O 効

A 3 8 3 7 7 0 .9 ( 1 .4) < 1 8 ~ 4 9 x 1 0 2 N D 0 8

福部村場山地先
1 . 0 拗

A 3 8 3 7 7 0 5 ( 0 6) < 1 .8 ~ 1 7 x l 0 3 N D 1 . 0

鳥取市堀越地先
1 . 0 拗

A 3 8 .3 7 7 0 7 の の < 1 8 ~ 5 4 × 1 0 2 N D 0 8

気高町八幡地先
1 0 如

A 3 8 .3 7 7 0 5 ( 0 .6) < 1 8 ~ 4 9 × 1 0 N D 0 6

伯 村 /白 地 先
1 . ○ 充巾

A 3 8 .3 7 8 0 8 ( 1 . 1 ) < 1 .8 ~ 2 . 8 × 1 0 2 N D 0 8

北条町松神地先
1 . 0 拗

A 3 8 3 7 7 0 7 ( 0 の < 1 8 ~ 6 2 x 1 0 N D 0 8

大栄町大谷地先
1 . 0 拗

A 3 8 3 7 . 7 0 7 ( 0 の < 1 8 ~ 17 x 1 0 2 N D 0 8

中 山町御崎地先
1 . ○ 捻駕

A 3 8 3 7 . 7 0 6 ( 0 7) < 1 .8 ~ 1 . 3 × 10 2 N D 0 7

( ) 内は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

表 7 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (勿#/ “ )

5 4 年度 L5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度

日 本 海 沿 岸 8 地 点 0 6~ 1 3 ℃.7~ 1 4 0 .8 ~ 1 .4 0 . 7~ 1 0 0 6~ 1 .O 0 5~0 .8
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表 7 5 海水浴場水質調査結果

海 水 浴 場 名
採 水

地点数

採 水

回 数

測 定 項 目

透明度

(m)
P H C O D

( mg / “ )
油 分

(mg/ "

ふん便荘室内蹴菌群数

(個 / 1 0 o mの

東 浜 海 水 浴 場

羽 尾 海 水 浴 場

牧 谷 海 水 浴 場

浦 富 海 水 浴 場

大 谷 海 水 浴 場

岩 戸 海 水 浴 場

砂 丘 海 水 浴 場

賀 露 海 水 浴 場

白 兎 海 水 浴 場

小 沢 見 海 水 浴場

水 尻 海 水 浴 場

浜 村 海 水 浴 場

浜村西海岸海水浴場

青 谷 海 水 浴 場

井 手 海 水 浴 場

水 無 瀬 海 水 浴 場

小 浜 海 水 浴 場

右 脇 海 水 浴 場

宇 谷 海 水 浴 場

羽 合 海 水 浴 場

八 橋 海 水 浴 場

皆生温泉海水浴 場

6

3

3

5

開設せず

3

3

3

4

2

2

3

開設せず

2

4

開設せず

開設せず

3

3

3

3

2

QU"""一RU""""""一QU"一一QU 溺メメメ一汁ヌメヌメメメーメメ--メメメメメ
8 3

8 . 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 3

8 . 3

8 3

8 2

8 2

8 2

8 2 ~ 8 3

8 1

1 2~ 1 5

1 2 -~ノ 1 6

1 4 (ノ ー 9

1 1 ~ 1 4

1 . 0 ~ 1 7

1 1 ~ 1 3

1 0 (し 1 6

1 1 ~ 1 5

1 . 2 ~ 1 . 5

1 . 2~ 1 5

1 0 ~ 1 2

1 2~ 1 3

0 7~ 1 4

1 1 ~ 1 2

0 9~ 1 3

1 2~ 1 3

0 9~ 1 . 6

1 . 9 ゆゆゆゆ一ゆゆゆゆゆゆゆ一ゆゆ一一ゆゆゆゆゆ
N D~ 2

N D ~ 2

N D ~ 1 2

N D ~ 2 4

N D ~ 2 8

N D ~ 1 8

2 ~ 1 7

N D ~ 4 5

5 ~ 5 0

N D ~ 5

N D ~ 6

2 ~ 1 2

N D ~ 1 5

N D

N D ~ 2

N D ~ 2

N D

N D ~ 5

N D 検出 さ れず

ゆ く 日 本侮沿岸海域側定地点図 ) 湯 在月

　 　　　 　 　 　 　

日
野
川
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第 2 節 水質汚濁防止対策

環境基準のあ て はめ

水質汚濁に係る環境基準は昭和 4 5 年 4 月 2 1 日 に閣議決定 さ れた 。 こ の環境基隼は、 人の健康保

護に関する環境基準と生店環境の保全に関する環境基隼か ら な っ てい る 。

人の健康の保護に関する 環境基隼は 、 全公共用水域に･一律に適用 さ れ かつ、 直ち に達成維持する

も の と さ れてい る 。

生店環境の保全に関する環境基準は 、 河川 、 湖沼 、 海域こ、 と に利用 目 的に応 じて知事かあてはめ る

こ と と さ れてお り 、 県下の公共用水域の う ち千代川、 天神川、 日野川 、 湖山池、 東郷池、 中海、 美保

湾及び 日本海沿岸海域につ いて、 表 7 6 の と お り 水質･衞濁 に係る環境基準の水域類型のあてはめを行

い こ れを水質保全行政の 目標と して い る 。

- 80 -

表 7 6 主要水域の環境基準

水 域 名
告 示

年月 日
類 型

環境基準の
達 成 期 間

基 雄奪 値

pH 斡D COD S S m
大 腸 菌

群 数
油 分

千代川上流 (有富川
と の合流点か ら上ゲ

天神川上流 (小 鴨川
との合流点か ら上ゲ

日 野川上流 (日 野棉
か ら上流)

、、ゾノ、■′/

昭和
46 9 1 4 河川 AA

" 船

〃 螢

直ちに達成
する。

65(85
灘““

1 以 下
栩“@ 2字

以下
7字
以上

MPNれoo形

50 以下

千代川下流 (有富川
と の合流点か ら 下流)

天神川 下流 (小鴨川
との合流点か ら下流)

日野川下流 ( 日 野橋
か ら 下流 )

46 9 1 4 河川 A

“ A

" A

直ち に達成
する 。

6 5,し85 2以下 2 5

以下

7 5

以上
1 , 00O
以下

湖山池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海及
び境水道

46 9 . 1 4

4 7 10 3 1

柳沼 A

" A

" A

5 年以内で
可及的すみ
やかに達成
する 。

65 ()85 3以下 5以下 7 . 5

以上
1 , 0 00
以下

美保麓 (話画港湾施
段内の海域)

美保湾 (その他の侮
域)

鳥取県地先海域 (美
保湾を除 く )

48 3 2 0

48 . 3 3 0 BAA
鐵

戯軽務繊鰔鰍ち蝦璃総乃詠ち
7 .8()8 3

7 8(‐8 3

-

3以下

笈以下

5以上

7 5

以上
1 , 000
以下

検出 され
ない こ と 。

検出 さ れ
ない こ と 。



2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型あ てはめを行っズブ水域の う ち 、 美保湾及び特に水質の改善が見 られない湖山他、 東郷

池、 中海につ いて、 環境基準を可及的速やかに達成、 維持する ための各種の施策を推進 して い る 。

なお 、 中海につ いて は、 昭和 5 8 年 1 2 月 に ｢中海水質管理計画｣ を策定 し 、 総合的な対策を実施

してい る 。

表 7 7 湖山池、 東郷池 、 中海及び美保湾の環境基準達成のための施策

施 策 の 名 称
対 象 水 域

湖 山池 東郷 池 中 海 美保湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場の排水規制強化

家畜の飼養施長の適正な維持管理の強化

し尿処理施没、 し尿浄化槽等の適正管理の指導

清掃事業の強化

湖沼 、 河川の整備推進

浄化用水の導入

栄養塩類等に関する調査研究

合成洗剤の使用合理化指導

家庭雑排水浄化対策の啓 も う

底泥の除去 ○○00000〇 0000000○○ ○○00000000〇 00000〇
表 7 8 昭和 5 9 年度事業実績 (鳥取県水質審議会資料に よ る)

事 業 名 事 業 費 縛り 事 業 内 容

公共下水道の整備
天神川流域下水道

倉吉市公共下水道

羽合町公共下水道

東郷町公共下水道

米子市公共下水道

(内浜青木処理区)

2 , 4 1 4 , 7 3 7

5 5 3 6 0 0

2 2 5 , 0 0 0

2 4 2 8 0 0

7 3 1 5 0 0

管 き ょ 延長増 約 4 6 加 天神浄化セ ン タ ー整備

約 4 7効

約 1 鰍解

約 1 1 加

約 1 6 拗

工場 、事業場の排水対策 8 4 0
湖沼周辺の特定事業場に対 し 、 水質汚濁防止法に基つ く

立入凋査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 、

家 畜 飼 養 施 設対 策

1 7 1

2 , 1 3 8

湖沼周辺の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

畜産経営者に対す る環境保全技術の普及浸透
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事 業 名 事 業 費 住剖 事 業 内 容

家 庭 雑 排 水 対 策

9 1 6

5 , 4 9 3

リ ンを含む合成洗剤の使用合理化指導の推進及び家庭

雑排水の浄化対策についての啓も う 店動の実施

合成洗剤、 粉石鹸の価格需給動向凋査の実施

( 県全体の傾向 と し て、 店頭か ら有 リ ン合成洗剤が減

少 し、 無 リ ン合成洗剤が主流と な っ て き てい る 。 )

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策工事

湖山池浄化対策工事

5 0 9 , 0 0 0

(2 0 7 , 0 0 0)

1 1 1 , 0 0 0

1 4 1 , 0 0 O

湖岸堤 (ヘ ト ロ 捨場護岸) の建設

事業費 ( ) は改修費分 と して内書き

底泥浚蝶 2 8 , 5 3 6 禰 (進捗率 面積ベース 6 4 8秒

底泥浚蝶 48 , 0 0 0 流 (進捗率 面積ベ ース 1 2 2 秒

○

ア
　
　 水質汚濁規制

排水規制

排水規制につ いては水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る規制を行っ てい

る 。 水質汚濁防止法に よ る規制は 9 3 種類の事業場 (特定事業場と い う 。 ) を対象と し 、 1 日 の平

均的な排出水の量が 5 0 端以上の特定事業場を 、 ま た上乗せ条例 に よ る規制は 、 中海、 美保湾流域

(米子市、 境港市、 日 吉津村) を適用区域と し 、 1 日 の平均的な排出水の量が 2 5 濯以上の特定事

業場を規制対象と してい る 。

水質汚濁防止法によ る排水基隼は 、 有害物質に関する も の及び生活環境に関す る項目 と もすべて

総理府令で定め る一律基準 (B O D又は C O D : 平均 1 2 0 噂/ “ 、 最大 1 6 0 傷/ “ 、 S S : 平

均 1 5 0 吻/ @ 、 最大 2 0 0 噂/ @ 等) を適用 してい る 。 ただ し 、 美保湾海域への流入汚濁負荷量

の大き な割合を しめてい るパルプ工場に対 しては 、 昭和 5 2 年 3 月 2 0 日 か ら 、 よ り 厳 し い基準と

し て上乗せ条例によ る排水基準 (B O D及びC O D : 平均 9 0 等/ @ 最大 1 2 0 勿“/ 嫁 S S 載り
平均 5 0 噂/ @ 、 最大 6 0 等/ “ ) を適用 し てい る 。

鳥取県公害防止条例に よ る規制は、 1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 #以上の集団給食施設につ

いては pH 、 B O D又は C O D 、 s s 、 大腸菌群数を規制項目 と し 、 ト フ ム缶更生業、 車両洗浄施

没 (鉄道業、 自動車整備業、 ガソ リ ン ス ブ ー シ ョ ン等) については 油分を規制項目 と し て昭和 4 7

年 4 月 1 日 か ら規制を行っ てお り 、 こ れに対する排水基準は 、 同条例に よ る排水基準を適用 してい

る 。
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表 7 9 水質汚濁防止法の排水基準 (昭和 4 6 年総理府令第 3 5 号 )

( 1 ) 有害物質に係る 基準

種 類 許 容 限 度

カ ト ミ ウ ム 及びその化合物

シア ン化合物

有機 リ ン化合物

(パ フ チ オ ン、 メ チルパフ チオ ン、 メ チル ジメ

ト ン及びE P N に限る )

鉛及びその化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ素及びそ の化合物

水銀及びアルキル水銀そ の他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

P C B

カ ト ミ ウ ム 0 1 礪/ “

シ ア ン 1 昭/ @

1 均/ @

鉛 1 増/ @

六価 ク ロ ム 0 5 吻/ @

ヒ 素 0 5 啼/ @

水銀 0 . 0 0 5 彬/ 8

検出 さ れな い こ と

0 . 0 0 3 勿タ/ @

(2) 生活環境項目 に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 @#/ @ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( “ )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( “ )

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( “ )

(鉱油類含有量)

ノ ルマルヘキ サ ン抽出物質含有量 ( “ )

(動植物油脂類含有量)

フ ェ ノ ー ル類含有量 ( “ )

鋼含有量 ( 〃 )

亜鉛含有量 ( “ )

溶解性鉄含有量 ( “ )

溶解性マ ンガ ン含有量 ( “ )

ク ロ ム含有量 ( “ )

フ ッ ソ含有量 ( “ )

大腸菌群数 ( 1 洲 につき 個)

5 8~8 . 6 (海域以外の水域)

5 0~ 9 0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) (海域及び柳沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) (海域及び柳沼 )

2 0 0 ( 日 間平均 1 5 0 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日間平均 3 , 0 0 0

一 報 一



表8 0 上乗せ条例の排水基準 (パルプ製造業及び木材化学工業に係る も の )
(昭和 4 8 年鳥取県条例第 4 0 号)

項 目 許 容 限 度

水素イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 (mg/ “ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( " )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

(鉱油類含有量)

ノ ルマ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

(動植物油脂類含有量)

大腸菌群数 ( l c孟 につ き 個)

5 . 8 ~ 8 6 (海域以外の水域)

5 0 ~ 9 0 (海域)

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

6 0 ( 日 間平均 5 0 )

5

3 0

日 間平均 3, 000

表 8 1 鳥取県公害防止条例の排水基隼
(昭和 4 6 年鳥取県条例第 3 5 号)

項 目 。午 容 限 度

水素イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 (mg/ “ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( " )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマ ルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( " )

(鉱油類含有量)

大腸菌群数 ( 1 c孟 につ き 個)

5 . 8 ~ 8 6 (海域以外の水域)

5 0 ~ 9 0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼)

2 0 0 ( 日 間平均 1 50 )

2 0

日 間平均 3, 000

イ 監視、 指導状况

水質汚濁の発生源であ る工場、 事業場についてみ る と 、 水質汚濁防止法で届出か義務付け られた

特定事業場は 2, 122 事業場であ り 、 こ の う ち排出水の B O D又は C O D等の項目が規制 さ れ る特定

事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 溢以上 (米子市、 境港市、 日 吉津村において は 1 日 の平

均的な排出水の量が 2 5 孟以上 ) Mま 2 7 5 事業場であ る 。 ◎
鳥取県公害防止条例で届出が義務付け られた汚水関係特定事業場は 6 5 7 事業場で、 こ の う ち排

水基準の適用を受け る汚水関係特定事業場は 1 1 事業場であ る 。

昭和 5 9 年度の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例によ る工場、 事業場の指導状況を見る と 、

立入検査事業場は延 8 3 1 件であ り 、 こ の う ち排出水凋査事業場延 6 1 9件の う ち 、 排水基準に違反

し て いた事業場及び違反のおそれのあ る事業場に対 し 、 延 4 5 件の文書によ る改善指導を行 っ た 。

なお 、 こ れ ら の う ち 、 6 事業場につ いて は水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例違反 (排水基隼

違反) 事業場 と して 、 新聞等に公表 した。



表 8 2 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表 (昭和 6 0 年 3 月 3 1 日 現在)
保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即孟/日以上 届出 即鱸/日以上 届出 即鱸/日以上 届出 即鱸/日以上 即孟/日未満筍祠/日以上 届出 即孟/日以上 届出 即武/日以上 即孟/日未満第孟/日以上
1 - 2 家 畜 飼 養 施 設 24 114 28 3 6 1 8 一11- 6 1 1 2 2

2 畜 産 食 料 品 製 造 業 6 4 7 8 4 9 6 2 32 1 4

3 水 産 食 料 品 製 造 業 41 2 1 6 4 7 5 2 0 1 4 1 32 26 14

4 甕 穰斗 凝縮製の懇棄 2 2 4 1 3 4 ｣1I- 2 25 3

5 脅 そ酢‐ 鷲な ソ造漆 10 2 1 3 2 1 ｣1･I- 2 48 ｣1I▲

8 袋 ン 納 手ん製 造 柔 11- 7 1･l“ 3 ｣｢I･1▲ 11 1 1 2 ｣1覆-

9 米 菓 製 造 業 ｣1I- 2 3

1 0 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 8 J1-‘- 1 6 ｣1I▲ 3 53 1I- ‘IIJ

1 1 薯 機物質黍巴 裁可逮縦
1･I-

4 3 4 3

1 2 動 植 物 油 脂 製 造 業
L

3 ｣1--- 4 増II▲

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 1 0 7 ｣1【- 23

1 7 豆 腐 ･ 煮 豆 製 造 業 3 1 11 3 3 50 32 2 1 6 1 52 3 1

1 8 - 3 た ば こ 製 造 業 2 2 2 2

紡 績 業 ･ 繊 維 製 品
製 造 業

1Î 11十 7 2 5 1 3 3

2 1 - 3 合 板 製 造 業 4 2 2 6 2

2 2 木 材 薬 品 処 理 業 1 1

盤 上主当確ご凄艶顔 35 6 22 4 1 1 1 59 1 1

23 - 2 節飜 : 襄 撥 棄 5 4 1 3 1 2 3

無 機 化 学 工 業 製 品
製 造 業

1 1

有 機 化 学 工 業 製 品
製 造 業

1 1

5 1 - 3 ゴ ム 製 品 製 造 業 11"- ｣1I- 1 1

54 セ メ ン ト 製 品 製造業 9 8 9 8 3 37

55 生 コ ン ク ノ ー ト 製造業 4 4 5 6 2 2 1

57 人造黒鉛電極製造業 増1▲
｣ II

1

59 砕 石 業 2 ｣｢I▲ 5 1 2 2 6 4 1 7 6

60 砂 利 採 取 業 一14 イ.II▲ イーI▲ 2 4 1

6 1 鉄 鋼 業 1 1 2 1 3 2
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保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即孟/日以上 届出 即證/日以上 届出 即遜/日以上 届出 即孟/日以上 即孟/日未満都禰/日以上 届出 即讃/日以上 届出 即武/日以上 即蝨/日未満郡瀘/日以上
64 ガ ス 供 給 業 ノ14 14 一14 ｣14

65 堕 逐 装 孟 麺 逢 澁 褻 6 4 3 2 2 ｣14 1 1 6 ずI,▲

66 電 気 メ ッ キ 施 設 3 11一 ｣7I- 4 1L-

66 一 2 旅 館 業 3 5 5 1 8 50 209 37 1 9 2 27 3 6 1 一･I鼻 8 6 7 83 3

67 洗 た く 業 43 14 49 6 8 ず一斗 ｣1I- 6 1 8 0 イ.1｣ ず主一

68 写 真 現 像 業 3 ･1･上 5 7 一言.I- 1 6 ･TL一

68 - 2 病 院 2 2 2 2

69 と 畜 業 1 1 2 2 3 3

ち9 - 3 地 方 卸 売 市 場 ヰ■I“ 1･L- 1 1 2 2

70 廃 油 処 理 施 没 1 1

70 - 2 自 動 車分解整備業 3 2 1 6

7 1 自 動 式車輌洗浄施役 2 8 4 1 8 1 5 8 3 5 1 1 3 4

7 1 - 2 試 験 研 究 機 関 等 13 ｣1I｣ 5 1 6 3 1 5 2 3 4 5 3 6 3

7 1 - 3 *魁蹴廃棄物焼却施設 5 3 4
--

1 2

72 し 尿 処 理 施 没 13 1 0 ずIIJ 8 8 2 9 2 6 2 1 1 5 2 4 5 2

73 下 水道終末処理施没 2 2 1 1 3 3 6 6

74 轢受業競癰搬 14 3 3 4 3

合 。十 6 6 1 6 0 2 0 4 5 5 2 5 66 6 2 1 1 0 8 3 0 1 1 1 6 2 1 22 24 5 3 0

溺 中海 ･ 美保湾水域 (米子市、 境港市、 日 吉津村) は上乗せ条例の制定によ り 排水量 2 5 武/
日 以上が規制の対象と な っ て い る 。

表 8 3 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表 (昭和 6 0 年 3 月 3 旧現在) { "

ぷ
特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即孟/日以上 届出 即孟/日以上
届

出

50

m3

/
日

堅

届

出

黎g
/
日

以
上

届

出

繁Q
/
日

以
上

届

出

螫9
/
日

以
上

1 集団給 食 施 没 14 ず･Î 9 1 5 5 2 1 3 3 6 2 9

2 ド フ ム缶更生業 1 1

3 車 輌 洗 浄 施役 1 4 4 1I- 6 8 1 9 3 1 4 2 1 4 7 5 9 4 2

合 。十 1 5 8 2 7 7 2 0 8 5 1 6 4 4 5 0 6 5 7 1 1



表 8 4 事業場 に対する 立入検査~ 改善指導状況。

o 水質汚濁防止法適用事業場 o 馬灘県公害防止条例適用事業場

立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水凋
査事業場
延 件 数

違 反
事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善
命 令
件数

3 6 2 4 1 4 0

立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水凋
査事業場
延 件 数

違 反
事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善
命令
件数

7 9 5 5 9 5 5 4 1 O

(注) 改善指導延件数は文書で指導を行 っ た件数

o 違反事業場の違反内容

業 種 件 数

違 反 項 目

業 種 件 数

違 反 項 目

一 般 項 目 一 般 項 目

BOD S S 油分
大腸菌
群 数

BOD S S 油分 奎埋
水産食料品
製 造 業

2 ｣■‐-.▲ ｣14
自動式車輌
洗 浄 施 設

1 1

砕 石 業 TII▲ ◆‐‘｣ 集団給食施設 1 1

旅 館 業 ｣-‐■･具 す･I二 。十 6 1 2 2 1

4 下水道の整備

下水道は 、 住みよい都市づ く り のため に 欠 く こ と ので き ない基盤施設であ るが~ あわせて良好な水

質環境の回復、 保全のために大 き な役割を果た してお り 、 特に、 有効な対策が乏 し い う え ~ 公共用水

域の汚濁要因 と な っ てい る生活排水対策の切 り 札 と して 、 そ の重要性が一段と増 して きて い る 。

ア 、 公共下水道

県内の公共下水道は 、 各市町村が管理する単独公共下水道と 、 流域下水道 ( 県が管理 ) に接続 し

て処理する 流域関連公共下水道があ る 。

こ れ ら の公共下水道の整備状況は表 8 5 の と お り であ り 、下水道の普及率は全国の約 3 5 %は対 し~

本県では 1 3 6 % とかな り 遅れてい る 。

表 8 5 公共下水道の整備状況

区分 市町村名
。十画決定

年 月 日

計画決定
処理面積

( h a )

。十画区域内
処 理 人 口

(人 )

供用開始

年 月 日

昭和 5 9 年度末整備状況

行政区域内
人 口仇様圦)

処理可能
面 積 &尋

処理可能
人口(BX人

普及率
@ルイA)( % 〕

公共下水道単独
鳥 取 市 32 9 27 1 795 1 27 , 698 43 1 1 1 2 1 35 , 796 673 56 , 500 4 1 6

米 子 市 44 4 23 1 997 1 1 5 , 0 00 49 1 0 . 1 1 3 1 758 2鵠 23 , 030 17 5

境 港 市 58 8 19 563 26 200

大 山 町 @8 1 1 2 D 20 1 0 , 000

日 吉津村 59 . 9 1 1 48 1 700

5 . 2

公共下水道流域関連
倉 吉 市 52 2 25 1 , 042 4 1 080 59 . 1 20 52 , 6 1 8 94 2 , 750

羽 合 町 52 8 3 301 5 , 420 59 1 20 7 , 0 22 1 8 1 , 020 14 . 5

東 郷 町 52 8 . 2 1 50 3 , 1 70 59 . 1 . 2 0 7 , 0 78 8 90 1 . 3

三 朝 町 56 8 1 1 1 3 5 3 6 50

-

関 金 町 56 8 1 1 46 1 , 800
ー

北 条 町 (60 2 . 1) 5 1 7 2 , 6 00

ー

。十 6 , 1 48 . 7 338 3 1 8 6 1 3 , 885 1 0笠 83 390 1 3 6

(注 ) ※ 印 は 60 2 L 県縦。十爆推。十人 口 。 ( ) 内 は下水道事業。十画認可年月 日
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イ 流域下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境を保全する ため 、 当該流域内の市町村の公共下水道によ る

下水を受けて 、 こ れ ら の下水を効率的に処理す る施長であ る 。

県では 、 天神川、 東郷池等天神川関連流域の水質保全をはかる ため 、 当該流域の下水道整備総合

。十面を策定 し 、 こ れに も と づ いて昭和 4 9 年に天神川流域下水道事業。十画を決定、 事業に着手 して

い る 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 、 昭和 5 9 年 1 月 か ら一部が供用開始さ れた。

表 8 6 天神川流域下水道事業概要

処理区域面積 ･ 人口 ･ 汚水量

艇

区 分 単 位 倉吉市 羽合町 東郷町 三朝 町 関金 町 北条町 合 。十

予定処理区域 ho
( 1 , 3蛇口)
1 , 250 0

(3 57 . 3 )
357 . 3

(239. 0)
239. O

( 184 . 3 )
134 .6

( 53 8)
53 .8

( 80 . 0 )
5 17

g256 5 )
2 ,0864

予定処理人口 人
( 49, 800)
43, 200

(5, 9 1 0 )
5, 9 1 0

(4, 730 )
4, 730

(5 , 060 )
3, 630

( 1 , 900 )
1 , 900

(4 80 0 )
2 ,600

02 200 )
6 1 , 970

汚 水 量
( 日 最 大)

謹/ 日 84, 1 76 30, 868 1 5, 705 1 7, 368 3 , 682 6 , 488 1 58, 287

※ ( ) 内 は全体。十画の区域及びその人口 、 ( ) 外は都市計画決定及び下水道事業。十画認可
の区域及び人口を示す。

施長概要 (下水道事業。十画認可)

名 称 管 径 延 長 名 称 敷 地 面 積 処 理 方 式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 。十

%
2, 000 ~ 450

1 , 1 00 ~ 900

900

1 , 1 00 ()
1 , 000

18 , 702

2, 720

4, 958

1 , 995

28 .3 75

天神浄化
セ ン タ ー

約 1 2 .88 hG
標隼
活性汚泥法

讃/日

160, 000

田%"
流入下水
BOD 1 50

S S 1 50

放流水
BOD 1 5
S S 1 5

5 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備モブル事業、 農村基盤総合整備事業、 農業集落排水事業等によ り 、 農業振興地区内に

あ る集落 (おおむね 1, 000 人以下) か ら の排水を適正な処理を行 っ た後、 放流す る も ので、 農業生産

環境の保全、 農村の生活環境の保全を 目 的 と して い る 。

こ の施長では生活雑排水を含めて処理する こ と と な る ため 、 生活雑排水対策と して下水道 と 同様極

めて有効な処理方法であ る 。
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県内における昭和 5 9 年度現在の農業集落排水処理施設整備地区は表 8 7 の と お り であ る 。

表 8 7 農業集落排水処理施設整備地区一覧表

事 業 名 市町村名 集 落 名 着工年度 。十画人口
典

計画戸数
回

。十 画 日 最 大
汚 水 量

(孟 / 日 )
処理方式

農 村 総 合

整備モガレ

事 業

東 郷 町 宮 内 5 8 1 8 0 3 5 5 9 4

土 壌

被 覆

接触ぼっ気

方 式

パン 郡 家 町 野 町 んツ れソ " " - 〆ソ
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